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大 正 Ⅱ 年 4 月 2 5 日
昭 和 2 4 年 3 月
昭 和 2 4 年 6 月
昭 和 3 7 年 1 打
昭 和 3 7 午 1 0 打
昭 和 3 8 年 7 月
昭 和 四 年 5 月
昭 和 5 0 年 1 2 月
昭 和 聡 年 4 打
昭 和 5 3 年 7 月
昭 和 5 5 年 1 月
昭 和 5 6 年 2 打
昭 和 5 8 年 6 月
昭 和 5 9 年 2 月
昭 和 5 9 年 1 2 打
昭 和 5 9 年 1 2 月
昭 和 6 0 月 8  打
昭 和 6 0 年 7 月
田 口
秋 田 県 に 生 ま れ る
東 北 大 学 理 学 部 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 教 室 卒 業
東 北 大 学 助 手 ( 理 学 部 )
理 学 博 士
東 北 大 学 助 教 授 ( 理 学 部 )
カ ナ ダ ア ル バ ー タ 大 学 並 び に ア ル バ ー タ 州 立 科 学 研 究 所 特 別 馴
究 員 ( 昭 和 4 0 年 3 打 主 で )
通 産 省 工 業 技 術 院 地 質 調 査 所 調 査 員 併 任 印 召 和 6 0 年 3 月 ま で )
国 際 地 球 ・ 宇 宙 化 学 会 有 機 地 球 化 学 分 科 会 委 員 ( 昭 和 5 0 年 6 月
ま で )
石 油 技 術 協 会 賞 受 賞 ( 油 田 新 第 三 系 に 含 ま れ る ポ ル フ ィ リ ソ 類
の 堆 積 学 的 研 究 )
日 本 学 術 会 議 地 質 学 研 究 迎 絡 委 員 会 委 員 ( 昭 和 5 3 年 6 月 ま で )
日 木 地 質 学 会 賞 受 賞 ( 石 油 の 成 因 に 関 す る 研 究 )
日 本 学 術 会 議 宇 宙 ・ 地 球 化 学 連 絡 会 委 員 印 召 和 5 6 年 6 月 ま で )
通 産 省 工 業 技 術 院 地 質 調 査 所 流 動 研 究 員 併 任
学 術 審 議 会 専 門 委 員 印 召 和 5 8 年 1 河 ま で )
石 油 技 術 協 会 5 0 周 年 記 念 に 際 L 理 事 永 年 勤 続 に よ り 表 彰 を 受 く
日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会 会 長 ( 昭 和 6 1 年 2 月 ま で )
来 北 大 学 教 授 ( 理 学 部 )
日 本 学 術 会 議 ( 第 1 2 期 ) 鉱 物 学 研 究 連 絡 委 員 会 鉱 床 学 専 田 部 会
委 員 印 召 和 6 0 年 8 月 ま で )
有 機 地 球 化 学 研 究 会 会 長
日 木 学 術 会 議 ( 第 1 3 期 ) 鉱 物 学 研 究 連 絡 委 員 会 鉱 床 学 専 門 部 会
委 員
昭 和 4 1 年 4 月
昭 和 4 6 年 7 月
雄 教 授 略 歴
1 定期刊行誌
論文題目発表年月
1953,9 鳥海山東麓の石油地質と構造
6 新庄盆地南縁部の堆積学的考察一重鉱] 954
物分析の適用
1957.9 裏日本油田第三系への重鉱物分析の適
用
青森県蟹田地区の地質1957
著 作 目
6 278
録
19583 青森市西部地区の地質
1959
岩石鉱物鉱床学会誌
岩石鉱物鉱床学会誌
1959
秋田・山形県境付近出羽丘陵の地質
いわゆる'及位層'中より熔結凝灰岩
の発見とその重要哲.
出羽丘陵新第三系下部層について
船形火山北方山形・宮城県境の新第三
系
秋田・山形県境付近の海成油母.岩
C/N比ならびに堆積岩のC/N比に関
する 2,3の考察,
山形県最上郡小国川南方山地の新第三
系
女川,船川層の地化学的研究への序説
9
1960
堆積学研究
1960.
巻・号・頁
2
青森県油田調査報告書
(青森県商工課)
青森県油田調査報告書
(青森県商工課)
地質学雑誌
地質学雑誌
37
5
1960
4 130
38
5
4 132
19飢
16
3
1961
3
載誌
6
21
地質学雑誌
地質学雜誌
65
右油技術協会誌
65
12
9 571
66
地質学雑誌
2 102
66 5 283
石油技術協会誌
25 3 105
67 3 157
26
?
21 9 6 2
3 B a s l n  a r c h i t e c t u r e  a n d  i t s  r e l a ・
t l o n  t o  t h e  p e t r o ] e u m
S o u r c e
r o c k s  d e v e l o p m e n t  l n  t h e  b o r d e r ・
r l n g  A R l t a  a n d  Y a m a g a t a  p r e ・
f e c t u r e s  a n d  t h e  a d ] o l n l n g  a r e a s ,
W ] t h  t h e  s p e c l a l  r e f e r e n c e  t o  t h e
d e p o s l t l o n n l  e n v l r o n m e n t  o f  p e -
t r o ] e u m  s o u r c e  r o c k s  l n  J a p a n
1 9 6 3 3
T h o  o n g l n  o f  p e t r o l e u m  p o r p h y -
P l g m e n t s  l n
C r u d eS o l n er l n s
0 1 1 S ,  m a n n e  s e d l m e n t s  a n d  p l a n t
m a t e n a ] s  o f  J a p a n
カ ナ ダ ・ ア メ リ カ に お け る 、 石 油 成 因 '
研 究 の す う 勢
、 有 機 堆 積 学 ' と 近 年 に お け る そ の 研
究 動 向
石 油 の 成 因 に 関 連 し ナ こ n 、 パ ラ フ ィ ン
の 託 m Ⅱ 題 一 特 に  C a r b o n  p r e f e r e n c e
I n d e X  に つ い て
1 9 6 6 '
S c l e n c e  R e p o r t s  o f
T h o k u  u n l v e r s l t y
S e r . 1 Ⅱ
3
1 9 6 7
1 0
1 9 朋
6
7
1 9 6 8
S c e n c e  R e p o r t s  o f
T o h o k u  u n l v a r s l t y ,
S e r . 1 1 1
3  2 9 3
7
本 邦 産 堆 積 岩 中 に 含 ま れ る n 、 ア ル カ
ン メ タ ル ポ ル フ ィ リ ン , 多 環 芳 香 族
,
化 合 物 の 堆 積 学 的 並 び に 石 油 地 化 学 的
研 究
G e o c h e m l s t r y  o f  p o r p h y r l n s ,  c h -
] o n n s  a n d  p o ] y c y c ] 1 C  a r o m a t l c s
I n  s 0 1 ] S ,  s e d l m e n t s  a n d  s e d l m e n -
t a r y  r o c k s
地 向 斜 堆 積 物 に お け る 石 油 地 化 学 論
1 9 6 8
石 油 学 会 誌
1 巧 '  5 3
7
堆 積 学 に 関 す る 諸 問 題
( 名 古 屋 大 学 )
石 油 学 会 誌
8
1 9 6 8
3  4 8 3
7
1 9 6 9
1 9
9
4  宮 城 一 名 取 郡 境 西 方 地 区 の 地 質
3  1 8 0
地 質 学 雑 誌
1 0 7
Ⅱ
G e o c h l m .  e t
C h i m .  A c t a
m o n  p r e s s )
6  4 1 4
7 4
C o s l n o
( p e r g a ・
地 質 学 論 集 ( 日 本 地 質 学
= )
宮 城 県 下 に お け る 地 熱 温
泉 地 域 の 構 造 地 質 学 的 な
ら び に 地 球 化 学 的 研 究
( 宮 城 県 商 工 労 働 部 ・ 東
北 経 済 開 発 セ ン タ ー )
7  3 8 5
3 2 フ  7 3 7
1969.3 油田新系三系に含まれるポルフィリン岩石鉱物鉱床学会誌
類の堆積学的研究
1.秋田県矢島地区
Geochemlcal S1旦nlflcance of por- sclence Reports of
Phynn plgments ]n the stratlgra・ Tohoku unlverslty,
Phic correlation of the Neogene ser.1H
Tertlary rocks
山形県最上北村山地区の地質・鉱床
(D
大陸棚堆積物/有機物を中心として
山形県最上北村山地区の地質・鉱床
( 2 )
青森県蟹田および秋田県五城目油田の
新第三系に含まれるポルフィリン類一
油田新第三系に含まれるポルフィリン
類の堆積学的研究(2)
山形県新庄油田地区の新第三系に含ま地質学雑誌
れるポルフィリン類一油田新第三系に
含まれるポルフィリン類の堆積学的研
究(3)
CO]umnar descnptlon of the core
Samples at statlon 4
19693
19693
1970
19703
1970
6号 89
10
1970
61
3
Ⅱ
総合合理化指導報告書
q山台通産局,山形県)
海洋科学
総合合理化指導報告書
q山台通産局,山形県)
地質学雑誌
3 7フ
1971
10 3 333
3
22 251
1971
1-37
2
7 羽越地向斜堆積物の有機堆積学的研究一
特に多環芳香族炭化水素類の堆積環境
的意義に言及して
Volcanic Kn0Ⅱの再提唱とその火山
砕屑堆積学的ならびに鉱床学的意義
41
1972
1-34
76
6
10 47フ
Pre]1mlnary R port
Of 伽e Hakuho Maru
Cruise KH・69-2,
Ocean Research
Institute, unlverslty
Of Tokyo
地質学論集(日本地質学
会)
76H 559
99
鉱山地質
41 9 7 2 8
油 田 新 第 三 系 の セ デ ィ メ ン タ リ ー テ ク
ト オ ニ ク ス
1 9 7 21 2
1 9 7 2
秋 田 ・ 新 潟 地 域 の 油 田 新 第 三 系 の 有 機
炭 索 量 と 抽 出 性 有 機 物 量
石 油 の 成 因 一 生 物 地 球 化 学 的 な 接 近 一
新 潟 中 越 油 田 地 域 の 新 第 三 系 に 含 ま れ
る ポ ル フ ィ リ ン 類 一 油 田 新 第 三 系 に 含
ま れ る ポ ル フ ィ リ ン の 堆 積 学 的 研 究
(  4  )
東 北 新 第 三 系 下 部 層 の 火 山 層 序 と 放 射
郁 代
炭 化 水 素 の 有 機 地 球 化 学 一 そ の 新 し い
研 究 へ の 萠 芽 一
石 油 の 成 因 一 生 物 炭 化 水 素 直 接 起 原 説
を 中 心 と し て
石 油 の 起 原 一 無 機 ・ 有 機 成 因 説 に 対 す
る 批 判 一
本 邦 新 第 三 系 油 田 の 鉱 床 生 成 時 期 に 関
す る 孝 察 一 主 と し て 有 機 地 化 学 的 立 場
か ら ー
1 9 7 3
2
3
1 9 7 3
東 北 地 方 に お け る 第 三 紀
地 殻 変 動 に W 1 す る 構 造 地
質 学 的 研 究
地 質 学 雑 誌
3
1 9 7 3 8
1 9 7 31 0
科 学 ( 岩 波 )
石 油 技 術 協 会 誌
1 9 7 31 0
1 9 7 4
3 2
4 8
3
1 2  6 4 3
8
地 質 学 論 集 ( 日 本 地 質 学
会 )
地 質 学 雑 誌
1 9 7 4
4 2 2
4
3 8
1 9 7 4
5 8
吉 野 川 流 域 鉱 山 の 鉱 山 活 動
2 8 7
6
化 石 研 究 会 誌
有 機 地 球 化 学 的 立 場 か ら み 九 油 田 成 立
の 条 件 一 裏 日 本 新 第 三 紀 油 田 を 例 と し
て ー
1 9 7 5
生 物 科 学 ( 岩 波 )
8  1 8 3
最 近 の 石 油 成 因 説 一 続 成 作 用 後 期 成 因
説 の 再 拾 頭
7 9
地 質 調 査 所 報 告
8  5 6 9
6
占 野 川 流 域 カ ド ミ ウ ム 汚
染 原 因 調 査 書 ( 山 形 県 )
地 球 化 学
2 5 3  1 1 3
2 5 0 - 2 ・ 号 1 7 5
石 油 技 術 協 会 誌
1 7
7 侶
7 5
5 0
19753
1975
堆積岩中に含まれる不溶性有機物(ケ
ロジェン)と石油の成因
The crude oi] P0ⅡUtlon of sand
beach by the accident of a tanker
" The Juliana" 0丘 Niigata coast
In 1971
3
19763 ポルフィリンの有機地球化学
197フ.3Si11Ca mlnera] dlagenesls ]n
Neogene Tertlary shales ln the
Tempoku District, Hokkaido,
Japan
Documentlng ear]y r]ftlng ln the
At]antlc
Vlva orlglno
]97フ 4
Sclence Reports of
Nugata unlverslty,
Ser.E. Ge010gy and
Mlneralogy
Researches ln orga-
mc Geochemlstry
Jour. s d mentary
Petr010冨y (U.S.A.)
197フ 6
1978
東大西洋の大陸縁辺域の海底堆積物
-1PODの第47,48,50航海からー
環境指示者としての化学化石
ケロジエンの地球化学一問題点と今後
のアプローチ
3
1978
5
4
3 112
9
1978
3
Ⅱ
51
1978
堆積有機物の熟成作則一自生鉱物形成
との鬨連一
石油先駆物質としての抽出性非炭化水
素の熟成変化
地下深部で有機物から生成
モロッコ沖大西洋深海堆積物
石油の地化学探査
Geotimes (U.S.A.)
Ⅱ
1978
33
科
47
1979
6
1 158
学(岩波)
1980.
9
海洋科学
Reseach. org
Geochem.
3
4 24
地質学論集(日本地質学
会)
地質学論集(日本地質学
会)
科学朝日
海洋科学
岩石鉱物鉱床学会誌特別
47 6 37フ
10 4 255
2 94
15 165
15 191
39 6
Ⅱ
55
9 731
2 179
?
61 9 8 0
6
S i t e  4 1 5 ,  A g a d i r  c a n y o n ,  D e e p
S e a  D r i ] 1 i n g  p r o j e c t  L e g  5 0
1 9 8 0
6
S i l e  4 1 6 ,  i n  t h e  M o r o c c a n  B a s i n ,
D e e p  s e a  D r i 1 1 i n g  p r o j e c t  L e g  5 0
1 9 8 0
8
1 9 8 1
秋 田 県 亀 田 油 田 産 の マ ン ガ ソ 殻 を も っ
た 炭 酸 塩 ノ ジ ュ ー ノ レ
最 近 に お け る 石 油 の 第 1 次 移 動 に 関 す
る 諸 問 題
ケ ロ ジ エ ン ビ ト リ ナ イ ト の 反 射 率 と 石
油 形 成 帯 と の 関 係
粘 士 分 画 に と も な う ケ ロ ジ エ ン の 1 寺 陛
と そ の 続 成 変 化
葛 根 田 地 域 地 熱 変 質 岩 と 雫 石 脊 架 地 域
同 層 準 未 変 質 堆 枯 岩 と の 比 較 ー ビ ト リ
ナ イ ト 反 射 率 と 粘 士 鉱 物 ネ 旦 成 に つ い て ー
火 館 東 方 地 域 に 発 達 す る 西 黒 沢 一 女 川
階 泥 岩 の 有 機 地 化 学 的 特 質 に つ い て
ア ブ ダ ビ 沖 後 期 白 亜 紀 炭 酸 塩 岩 類 の 有
機 地 球 化 学 的 研 究
I n i t i a ]  R e p o r t  o f  t h e
D e e p  s e a  D r i Ⅱ i n g
P r o ] e c t ,  w a s h l n g t o n
( U . S .  G o v e r n m e n t
P Y i T 1 1 i n g  o f f i c e )
I n l t i a l  R e p o r t s  o f  t h e
D e e p  s e a D r 1 1 ] 1 n 目
P r o ] e c t ,  w a s h l n g t o n
( U .  S .  G o v e r n m e n t
P r i n t i n g  o f f i c e )
地 質 学 雑 誌
1 9 8 1 3
1 9 別 3
5 0
1 9 8 2
3 1
3
1 9 8 2
5 0
石 油 技 術 協 会 誌
3
1 8 8 2
1 1 5
3
地 球 化 学
1 9 8 2
8 6
地 球 化 学
3
8  5 4 5
石 油 鉱 床 学 的 に み た 炭 酸 塩 岩 有 機 物 に
関 す る 諸 問 題
1 9 8 2
4 6
I n  o r g
R e s e a c h e s
G e o c h e m
3
山 形 県 新 底 盆 地 大 芦 沢 ル ー ト に 沿 う 新
第 三 系 有 機 物 の 続 成 変 化
1 4 2
I n  o r g
R e s e a c h e s
G e o c h e m
フ フ
1 4 2
] n  o r 昌
R e s e a c h e s
G e o c h e m
8 8
3
I n  o r g
R e s e a c h e s
G e o c h e m
5 8
3
R e s e a c h e s
I n  o r 宮 .
G e o c h e m .
6 6
3
7 8
3 8 5
3
9 1
1982
1982
Experimental study on the order-
Ing of opal・CT
炭酸塩石油根游借に関する研究(D
炭酸塩堆積物中の有機物の特質につい
てー
19823
1982
炭酸塩石油根源岩に関する研究(2)
根源岩としての石油地化学問題一
地質時代堆積物中脂肪峻の堆積環境支
配と続成変化
3
1982
Ge chemlcal Journal
8 Probable existence of reworked
Opa]-CT 〕n Miocene sedlments
from the Asamai dlstnct, Akita
Prefecture
19貌
石油技術協会誌
10
1982
概説:有機地球化学一その関連分野と
地質学への応用
炭酸塩堆積物の有機地球化学一石油の
成因的立場からみ九その特質一
石油技術協会誌
10
16
1982
7
地質学雑誌
12
33
47
Heatlng effect on vltrlnlte renec-
tance : An experlmenta] result
1982
Jour. Ge01. soclety
Of Japan
12
63
On the character玲tlcs of carbon-
ate sedlments as petro]eum sour-
Ce rocks - A revle、V
山形県新庄盆地人芦沢,大俣・白玉川,
小国川ルートの地質
新庄盆地大芦沢,大俣・白玉川,4寸司
川ルート新第三系の有機熟成作用
Petroleum 8eochemlstry ln the
Ne0宮ene sedlmentary basln of
Japan, wlth specla] reference to
Prlmary m]gratlon
47
1983
2
3
1983
85
地
88 3 玲5
3
球
地
1983
88
球
8 683
5
Sclence HOP01'しS of
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